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NYマーケットレポート（2015年 6月 24日) 
NY 市場では、序盤に発表された米 GDP 確定値が改定値から改善したものの、1 年ぶりのマイナス成長となったことを受けて、一時ドルは

主要通貨に対して下落する動きとなった。ただ、個人消費が予想以上の伸びとなり、年内の利上げの可能性が意識されたことなどから、ド

ル買い・円売りが優勢となり、クロス円も堅調な動きとなった。ただ、午後には米長期債利回りが低下したことや、欧米の株価の下落が続い

たことから、円を買い戻す動きが優勢となり、ドル円・クロス円は軟調な動きとなった。ユーロは、ギリシャ支援に関する EU との協議が合意

せず、翌日まで持ち越しとなったことなどから、主要通貨に対して軟調な展開が続いた。 

 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 
 
21：00 
ドル/円 123.90  ユーロ/円 138.95  ユーロ/ドル 1.1216 
 
21：00 
欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比  

英 FT100 6854.13 +19.26 ダウ 
先物ミニ 18009 -58  

 

仏 CAC40 5042.42 -15.26 S&P 
500 ミニ 2112.25 -4.25  

 

独 DAX 14441.38 -101.16 NASDAQ 
100 ミニ 4534.00 -7.25  

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

1Q 米GDP（前期比年率） -0.2％（予想 -0.2%・前回 -0.7%） 

 

1Q 米個人消費（前期比） 2.1％（予想 1.9%・前回 1.8%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

指標結果データ 

≪米 GDP≫ 

          1Q確報・1Q改定・1Q速報・・4Q・・・ 3Q・・ 2Q・・・1Q  

ＧＤＰ・・・・・・・・-0.2・・-0.7・・ 0.2・・ 2.2・・ 5.0・・ 4.6・・-2.1 

個人消費・・・・・・・ 2.1・・ 1.8・・ 1.9・・ 4.4・・ 3.2・・ 2.5・・ 1.2 

耐久消費財・・・・・・ 1.3・・ 1.1・・ 1.1・・ 6.2・・ 9.2・・14.1・・ 3.2 

非耐久消費財・・・・・ 0.8・・ 0.1・・-0.3・・ 4.1・・ 2.5・・ 2.2・・ 0.0 

サービス・・・・・・・ 2.7・・ 2.5・・ 2.8・・ 4.3・・ 2.5・・ 0.9・・ 1.3 

住宅投資・・・・・・・ 6.5・・ 5.0・・ 1.3・・ 3.8・・ 3.2・・ 8.8・・-5.3 

政府支出・・・・・・・-0.6・・-1.1・・-0.8・・-1.9・・ 4.4・・ 1.7・・-0.8 

最終需要・・・・・・・-0.6・・-1.1・・-0.5・・ 2.3・・ 5.0・・ 3.2・・-1.0 

国内最終需要・・・・・ 1.2・・ 0.8・・ 3.3・・ 3.3・・ 4.1・・ 3.4・・ 0.7 

 

 

22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

4月メキシコ経済活動GAE（前年比） 2.09％（予想 2.25%・前回 2.65%） 

 

6月メキシコ消費者物価指数 0.13％（予想 0.10%・前回 0.04%） 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

22：34 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 18079.01 -65.06 

ナスダック 5151.15 -8.94 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

23：30 

≪EIA米週間在庫統計≫ 

 

原油在庫・・・・493万バレル減少 

ガソリン在庫・・68.0万バレル増加 

留出油在庫・・・184万バレル増加 
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23：35 

≪ NY株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、ギリシャ金融支援協議をめぐり、EUなどの主張に依然として隔たりがあるとの報道を受けて、

先行きを警戒した売りが先行し、主要株価は軟調な動きとなった。ダウ平均株価は、序盤から軟調な動きとなり、

一時前日比82ドル安まで下げる動きとなった。   

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

2015年 1-3月期の米 GDP確定値は、年率換算で前期比-0.2％と、改定値から0.5ポイント上方修正された。マイナ

ス成長は 2014年1-3月期以来 1年ぶりとなった。個人消費や輸出がそれぞれ上方修正されたことで、全体のマイナ

ス幅が縮小した。   

 

①個人消費は、モノとサービスの消費の増加率がいずれも引き上げられ+2.1％と改定値から 0.3ポイントの上方修

正となった。ただ、前期の+4.4％からは減速した。 

 

②輸出は-5.9％（改定-7.6％）、輸入は7.1％（5.6％）、設備投資は-2.0％（-2.8％）、住宅投資は6.5％（5.0％）、

政府支出は-0.6％（-1.1％）。 

 

③FRBが物価安定の指標とする個人消費支出（PCE）物価指数は、+0.3％と横ばいとなり、引き続きインフレ目標の

2％を下回った。変動の激しい食品とエネルギーを除いたコア PCE物価指数は+1.3％。   

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6844.80 +9.93 
仏 CAC40 5045.35 -12.33 
独 DAX 11471.26 -71.28 

ストック欧州 600 指数 397.32 -1.51 
ユーロファースト 300 指数 1577.18 -6.12 
スペイン IBEX35 指数 11321.90 -80.60 

イタリア FTSE MIB 指数 23443.07 -124.18 
南ア アフリカ全株指数 52783.85 +191.85 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、まちまちの結果となった。独 DAXは、ギリシャ金融支援で EUなどの主張に依然として隔たりがあ

るとの報道を受けて、警戒感が広がり、主要株価は軟調な動きとなった。英 FT100は、鉱業株が堅調となり、小幅

高で引けた。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 18039.14（-104.93）、S&P500 2119.33（-4.87） ナスダック 5139.48（-20.62） 

 

 

1：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

5月フランス求職者数合計 355.2万人（予想 354.2万人・前回 353.6万人） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

≪ NY債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、ギリシャの金融支援協議について進展期待と、両者の主張には隔たりがあるとの

見方が交錯し、売り買いが交錯する動きとなった。1-3月期の米 GDPは上方修正されたが、市場予想と一致する内容

だったため、あまり材料視されていない。 
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午前の利回りは30年債が 3.18％（前日3.20％）、10年債が 2.40％（2.41％）、7年債が 2.13％（2.13％）、5年

債が 1.70％（1.69％）、3年債が 1.07％（1.06％）、2年債が 0.71％（0.68％）。 

 

 

≪欧州のポイント≫  

 

①ECB（欧州中央銀行）は、期間98日の流動性供給オペを実施し、102行に 172億6900万ユーロを供給したことを

明らかにした。 

 

②ドイツのIFO経済研究所の6月の独業況指数は、市場予想の 108.1を下回る 107.4となり、5月の108.5から低下

し、2月以来の低水準となった。現況指数は113.1（市場予想は 114.1）、期待指数は102.0（市場予想は102.5）だ

った。業況指数の低下は2ヵ月連続。ギリシャ債務危機をめぐる懸念が独企業の景況感に影を落としている状況が

明らかになった。 

 

③スペイン中銀は、今年のGDP伸び率見通しを、これまでの 2.8％から 3.1％に引き上げた。第 2・四半期に経済活

動が加速したという。総裁は議会公聴会で、第 2・四半期の成長率は前期比 1.0％と、前四半期の0.9％を上回ると

の見方を示した。中銀は、来年の成長率を2.7％と見通した。 

 

 

2：00 

≪米財務省 5年債入札≫  

 

最高落札利回り・・・・1.710％（前回 1.560％） 

最低落札利回り・・・・1.600％（前回 1.441％） 

最高利回り落札比率・・・3.77％（前回 74.00％） 

応札倍率・・・・・・・・2.39倍（前回 2.46倍） 

 

 

3：45 

NY金は、中心限月が前日比 3.70ドル安の 1オンス＝1172.90ドルで取引を終了した。 

 

 

4：00 

≪ 要人発言 ≫ 

ユーログループ議長 

 

・「ギリシャ問題、合意にはまだ達していない」 

・「ギリシャに関する作業を明日も続ける」 

・「われわれは作業継続を決意している」 

・「会合を25日午後1時に再開」 

 

 

4：25 

NY原油は、中心限月が前日比 0.74ドル安の1バレル＝60.27ドルで取引を終了した。 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1172.90 -3.70 

NY 原油 60.27 -0.74 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪ NY金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、ギリシャとEUの金融支援協議に先行き不透明感が出ているものの、近く合意するとの思惑から安全資産

とされる金を売る動きが優勢となった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

≪ NY原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、米 EIA（エネルギー情報局）が発表した石油在庫統計で、ガソリン在庫が市場予想に反して増加し、需

給が緩むとの見方から売りが優勢となった。   

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 17966.07 -178.00 18141.47 17966.07 

S&P500 種 2108.58 -15.62 2125.10 2108.58 

ナスダック 5122.41 -37.68 5164.36 5121.69 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、ギリシャ金融支援協議をめぐり、EUなどの主張に依然として隔たりがあるとの報道を受けて、先行

きを警戒した売りが先行し、主要株価は軟調な動きとなった。ダウ平均株価は、序盤から軟調な動きとなり、終盤

まで軟調な動きが続いた。そして、前日比178ドル安まで下げて引けた。   

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 123.86  124.38  123.77  
EUR/JPY 138.75  139.16  138.61  
GBP/JPY 194.49  195.53  194.27  
AUD/JPY 95.44  95.99  95.40  
NZD/JPY 85.34  85.54  85.12  
EUR/USD 1.1204  1.1221  1.1169  
AUD/USD 0.7705  0.7748  0.7683  

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米個人消費が予想以上の伸びとなったことや、米長期債利回りが上昇したことから、ドル買い円

売りが優勢となり、ドル円・クロス円は序盤堅調な動きとなった。その後は、ギリシャ協議の不透明感や、欧米の

株価下落、そして米長期債利回りが低下したことから、円を買い戻す動きが優勢となった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 
 (出所：ブルームバーグ) 
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